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５月２４日（火）に幼保小連絡会が行われま 

した。園の先生方は、３月に卒園した子どもた 

ちがどう成長しているのか気になられたことで 

しょう。まずは授業の様子を見ていただきまし 

た。この日は３０℃をこえる暑さの中、誰一人 

だらっとすることなく授業に臨んでいました。 

 全体会で、校長先生、迎田先生、松本先生から話をした後、分科会が行われました。１年担任とそれぞ

れの園の先生で情報交換を行いました。時間が超過してしまいました（申し訳ありません）が、それだけ

子どものことを思ってくださっていることが本当にありがたかったです。 

 これからも園と山鹿小学校で手を携えていけたらと思います。関係の先生方、ご苦労様でした。 

初任２人、前田理先生に学ぶ 

初任研の示範授業で５－４の前田先生の算数の授業を参観した中山先生と嶋田先生。今回も学びの多い

ものとなったようです。カード学習に始まり、課題の把握、解決に向けた学習、まとめ、適用問題と、さ

すがの授業展開です。私が一番いいなと思ったところは、本時のめあての達成にかかわる部分は、必ず子

どもから出させようとされていたところです。初任２人だけでなく、他の先生方にもまねしてほしいとこ

ろです。今日は校内研修でも、授業を公開してくださいました。前田先生、ありがとうございました。 

   

 授業参観           分科会での情報交換 

「熱中時代」 

中学校は、中体連に向けて全力で取り組

んでいる時期だ。娘は 2 年なので主力では

ないが、楽しんで＋気合入れて練習に参加

している。「遠い昔、自分も狂ったようにテ

ニスをしていたなー」（強豪校だったので、

死ぬほど鍛えられていた）となつかしく思

う。朝練、夕方からの部活、ナイター（大

人と練習）、土日と仲間と練習していたこ

とを思い出す。（今の足を引きずっている

自分とは大違いだ。） 

若い時に何かに熱中するというものは

いいものだ。今の自分の土台を作ってくれ

たと思っている。娘もそんな時期になっ

た。親として応援していこう。週末は練習

試合だ。頑張れ、中学生!! 

がんばっています 

算数少人数教室での学習をがんばっている子ども 

たちです。先日は、反応のなさや分からないことを 

そのままにしていることに対して、私の小言が入りました。その次

の時間には、意を決したのでしょう。練習問題の時間に「分かりま

せん」と聞きに来る A さんや B さんの姿がありました。聞きに来

るのは勇気がいったことでしょう。その姿がうれしかったです。時

間内に設定した問題数をクリアし意気揚々と自分の学級へ帰って

いきました。他の子も「よっしゃー」とガッツポーズをしている子

もいます。「よーし、B（評価）クリア」「やった。今日は A までク

リアしたばい」と声をかけています。「少人数の子たち、めちゃく

ちゃ頑張っていますよ」と各担任の先生に伝えたところでした。 

PS：ある担任の先生から、「『少人数での学習が分かりやすくて、

子どもも楽しいと言っています』と保護者の方から連絡をいただ

きました」と報告を受けました。ありがたい限りです。 

 



 


